
水 災 害 時 の 河 川 ・ 流 域 総 合 シ ス テ ム

一河川情報センターについて一

吋団法人　河川情報センター

副企調整部長　上　林　好　之

防災情報システムの殆んどが，国→都道府はじめに

則河川情報センターは，去る６月1日13時

から，関東，中部，近畿，九州，沖縄地方の

１都２府25 県の約1900 市町村の区域に，一斉

に河川，流域に関する画像情報をプライベー

ト・ビデオテックス網により提供開始した。

既に目標1000 台近くの契約を行い。年度内に

は管内市町村の25 ％が利川されるよう普及活

動を行っている。昭和64年には，全国，津々

浦々で情報が得られるよう計画を進めてい

る。

県→巾町村→住民といった伝達系統となって

いるが。この情報シ ステムは，情報の発信源

から各･地(全国の10の都市)に配備したセンタ

ーマッンにより，国，郡道府県，巾町村及び市

民が，１年中24 時間，いつでも同時に同 一情

忸をオンラインリアルタイムで 具有できるよ

う構築されたもので， わが国や世 郢でも初め

てのものと考えている。

ここに慨要を紹介するシステムが，河川・

流域の適正な管理と利川，国民の福祉の向上

図 ‥１　全 国雨 量レ ーダ ーネ ット ワー ク
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表－１　建設省等の観測所数一覧

(昭和60年６月１日現在)

レーダ
サイト

雨量
観測所

水　位
観測所

水 質
観測所

北海道 ４ 191 173 ８

東　北 3 200 183 19

関　東 3 240 300 28

北　陸 ２ 96 108 ７

中　部 2 245 181 15

近　畿 １ 138 154 ７

中　国 2 166 141 13

四　国 １ 94 66 ３

九　州 3 234 176 12

沖　縄 １ 10 ８ -

全国計 22゛ 1,614 1,490 112

この他に都道府県の観測所が数多くある。

＊計画を含む

に。市町村の消防防災行政を通じても役立つ

ことを願うものである。

１。河川情報センター設立の背景

わが国は台風常襲地帯である上に，河川の

流路が短 く，急峻な地形であるため，洪水や

地すべり等の自然災害を受け易く，毎年のよ

うに尊い生命や貴重な財産が失われている。

特に，洪水予測　ダム操作等は極めて難し

いため, 建設省，都道府県等の河川管理者は，

気象官桝からの気象情報のほかに，独自の情

報収集網による流域の雨量や河川水位等の水

文情報を迅速かつ正確に入手する必要性に迫

られ，各種テレメータシステムのほか，レー

ダ雨量情報システムの開発整備を行って来て

いる。特にレーダ雨量計は，気象レーダでは

観測困難なダム，河川，道路の管理に必要な

情報が得られるよう建設省が独自に開 発した

もので,国±37万㎞2に対して近海の海上を含

む135万㎞2を3km×3kmのメッシュに分割し

て，地上雨量計では キャッチできない局地豪

雨までも漏れなくキャッチし，現在降ってい

る雨を目で見るこ とを可能としている。

図 一 ２　情 報収 集か ら提供 までの 流れ
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かように，建設省，北海道開発庁，沖縄開

発庁並びに47都道府県が，長年に亘り整備し

た情報源から得られる多様で豊富かつ正確な

情報を，流域の団体や住民の利用目的に応じ

て，処理，加工した上で，的確かつ迅速に提

供するため，国，地方公共団体，民間各界の

協力のもとに，河川・流域情報に関する調査

研究とあわせて，全国的な規模で情報の収集

から提供まで一貫して行い得る機関として，

財団法人河川情報センターが咋年10月１日設

立された，

３。河川・流域総合情報システム

このシステムは，建設省等から提供される

河川，ダム，砂防，海岸等に関する各種デー

タや情報のほか，センターが入手する各種情

報を地方センターに設置した情報処理装置で

加工，処理した後，各利用者が設置する受信

－ ５

la 未管理川

警 報夊入力用

(バ7 クアフプ)

端末装置に画像 とし て提供するプ ライベー

ト・ビデオテックス・システムである。ＮＴＴ

が実施している キャプ テンのビ デオテッ ク

ス･システムを参考に，防災用として24時間，

全国津々浦々で利用されるよう改良して構築

したものである。画面の質 も一般のキャプテ

ンの画像よりも数段向上させたものであり，

これをＦＲＩＣＳシステムと呼んでいる。

1） 情報の提供方法

人間は情報を聴覚から15 ～20％，視覚から

60～80％得ると言われている。現在稼動して

いる防災システムの殆んどは，データのディ

スプレイやその白黒コピー とＦＡＸ送信が基

本となっているため，情報の発信惻も受信側

も災害時という緊急時には多数のデータの分

析や把握に困難を来たし，有効な利用がなさ

れないケー スが多い。したがって，表－ ２に

示すように，水災害に最少限必要と考えられ



表－２　昭和61年６月における提供画面（東京センター）

るオンライン情報約20種類について水文学的

な専門の立場から一般の方々にも視覚により

次にとるべき行動の判断に役立つよう8色の

ＣＲＴディスプレイとカラーコピーを用意し

ている。

情報の提供は，通常，受信端末からのリク

エストにより行うが，水防警報等の緊急情報

は，地方センター側からの起動によりＣＲＴ

上にテロップ表示したり，電話自動通報装置

等により担当者の自宅までも通報することと

なっており，これが大きな特徴である。

2） ネットワークおよび通信処理プロトコ

ル

情報提供のネットワークは，建設省や水資

源開発公団は専用マイクロ網，その他の利用

者はＮＴＴ交換電話網を使用する。プロトコ

ルはキャプテンＰＬＰＳに準じている。

3） 地方センターの設置場所と情報の提供

範囲

地方センターは，建設省の地方建設局等の

単位に設置する。情報の提供範囲は，原則と

して当該管内の利用を対象とするが，他の管

内の利用者からのアクセスも可能である。

4） 提供画面の種類と数

表－ ２のとおりであり，オンラインとオフ

ライン情報とがある。テレメータ情報にはそ

れぞれの観測所があるため，350 ～500 画面が

用 意 さ れ，１ 日 に 更 新 さ れ る 情 報 は

8,000～11,000 画面に も及んでいる。

5） 画面の受 信方法

画面の受信は次の三つの方法で行える。

①個別受信：一画面ずつメニューを見て受

信し表示する。

②パック受信：あらかじめ使用頻度の高い

画面を10画面１組として２組

セットし，１度に連続受信し，

表示は簡単なキー操作により

１枚ずつ行う。

－ ６ －



③履歴再生：地方センターに蓄積されてい

るレーダ雨量画面について，

最新画面から30 分毎７画面を

連続受信して，端末装置にメ

モリーし，受信完了後連続再

生する。 キー操作により繰返

し再生できる。

6） 電話回線自動切断機能

センター回線の無用な占有及び通話料の浪

費を防止するため，接続した電話回線の自動

切断機能をもたせている。

7） カラープ リンタ

画面情報はいわゆる揮発性であるため，こ

の記録をし，会議や災害復旧，工事の申請等

に有効に利用されるようＣＲＴ ディスプレイ

上の画像を高速のプ リンタにより，ボタンを

押すだけで８色のカラーコピーができる。白

黒のＦＡＸ は ２色であるが，（　 ）＝４の何乗

倍もの情報が得られるとも考えられ，一枚の

コピーに緊急時に必要な情報を豊富に表現す

ることができる。

４。河川情報センターの役割と市町村消防防

災担当部課の防災業務への利活用と将来へ

の展望

河川管理者の有する情報は，国民の生命，

財産に直接かかわる防災情報が多くある。こ

予測の事例

７

れらの防災情報は的確かつ迅速に国民に伝え

られなければならないが，その性格上，みだ

りに２次加工され，本来同一である情報が異

った形で伝達されることによる誤解，混乱を

招くことがあってはならないため，今回，河

川情報センターを創設して，河川管理者から

の素情報を一元的に提供し，河川管理者が責

任を持てる形で処理，加工した画像情報とし

て提供されることとなったものである。現在，

東京都が独自に整備したシステムからの情報

も都が責任を持てる形で，当センターのシス

テムを利用して，区役所や都民に利用されて

いる。

1） 現在の水防情報とセンターからの情報

水防法等に基づく水防警報等の諸情報は従

来通りのルートで行われるが，今後は，当セ

ンターを通じた音声等による警報等の情報が

多彩な情報とともに，利用者に速報されるこ

とになる。今後，センター機能の充実と情報

受 信端末の普及に努め，河川に関する情報提

供の一元的な実施機関として位置づけられる

よう，情報伝達網の熟成を図ることとしてい

る。

2） 地域に即した情報の提供

レーダ雨量情報は建設省 の縦3kmX 横3

㎞＝9 km2メッシュを縦4.5㎞×横3km＝13.5

㎞2のメッシュに変換して10段階表示される。

背景画面には都府県を２～６分割して市町村

の庁舎の位置も表示してあり，図4－3 のよう

に全国平均すれば,１市町村あたりのメッシュ

の数が約8.5 で,自分の市町村内の降雨の強さ，

広がり，消長，移動の現在の状況を15分毎に

目で見ることが可能である。さらに当センタ

ーには，河肝附報研究所を設置し水文学，電

気通信等の専門家が研究している。また，大



学教授等を研究顧問や嘱託研究員に委嘱する

など，研究開発基金による自主研究も進めて

いる。市町村内の河川の流出機構，内水対策，

避難計画などローカルな情報については，調

査研究のうえ，特約により，自分の情報をセ

ンターから得ることも可能である。

3） 防災業務へのレーダ雨量計の利用事例

①　Ｉ県，Ｙ市の例

雨域，降雨状況を面的にとらえられるた

め，今までは気象台から注意報が発表され

るたびに全県下待機していたが，地域的及

び自宅待機など臨機の体制をとることが出

来るようになり，経費の節減が図れた。特

に注意報発令の多い雷雨の場合,雨域移動，

消長がはっきりと分るため，水防情報伝達

先が限定できるのと雨が降っていないの

に時間外待機をする事務所及び水防管理団

体が少くなった。反面，気象に関する高度

な知識も必要になった。早期に出水等の予

測が出来，早めの水防体制もとれる。

②　Ｃ県，Ｋ市，Ｎ市の例

局地的な豪雨の把握とその移動状況が推

測できるので，低平地の浸水予測，排水機

場の運転の判断の有力な情報となる。

③　Ｔ水道局の例

昭和60年６月30 日～７月１日　台風６号

６月30日　18 : 30　第一次非常配備体

制　 発令

７月１日　8 :00　 同　上　　　 解除

この時，大雨・洪水警報は

発令　　 ６月30 日　16 : 20

解除　　 ７月１日　12 : 30

８

解除をレーダ雨量計で判断したため，

317人×４時間＝1,268 人時間が節約さ

れた。

おわりに

情報提供開始して間もないため，ユーザの

皆様には不備な点でご迷惑をおかけしている

点もあるが，システムや情報の利用は，それ

ぞれのユーザの地域の状況にあわせて工夫し

ていただければ，私どもが予想した以外にも

計り知れない用途があると考えている。防災

時だけの利用では，このシステムの特徴は生

かされないので，毎日２， ３度情報を得て，

いかにすれば防災時に役立つかという工夫 と

慣れが必要であると考える。

ユーザの増加が情報伝達網の熟成につなが

ることにもなるので,ニーズに合ったシステムと

画像の開発とサービ スが最も重要な仕事と考

えている。

紙面の都合上詳細な説明が出来なかったこ

とをお詫びするとともに，多くの方々のご指

摘，ご指導をお願いする次第である。
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図４－１　集中豪雨の確認

６月８旧訳同5分全国ブロック画而により茨城県東部に極強の集
中豪雨の発生を確認
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図 ４－２　集中豪雨の確認

ただちに関東地方にズームアップし，茨城県中央部にも強い集ll
豪雨を確認



河川情報センター

茨城県中部 ただ今の降雨状況
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図４－３　集中豪雨の確認

茨城以中部をズームアップし，下妻lhと八郷町，石岡市，

村の境界に強い集中豪雨を確認した。

河川情報センター 400009057

図４－４　集中豪雨の確認

近くの地上雨量テレメータの観測により，短時間の集中豪巾と判

断された。
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